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MODEk L A L O RELAX. HEATFLOW
1 -0.0335±0.602i -44.3±115i -9.35 -0.00992
2 -0.134± 1.20i -44.4±115i -9,35 -0.0397
3 -0.301± 1.78i ′ -44.5±115i -9.35 -0.0892
4 -0.535±2.35i -44.7±115i -9.34 -0.159
5 -0.836±2.89i -45.0±115i -9.34 -0.248
6 -1.20± 3.40i -45Aj=115i -9.34 -0.357
7 -1.64± 3.88i -45.8±115i -9.33 -0.485
8 -2.14± 4.30i -46.3±115i -9.33 -0.634
9 -2.71± 4.67i -46.8±116i -9.33 -0.802
10 -3.34± 4.97i -47.4±116i -9.32 -0.990
UNIT s: em




n(K,S)+N(K,S)- ICl(K,S)nb +C2(K･S)N(SH/D(K,S) (4･1)

































㌔ (K,W)-2･q2･Re〔J:dieM<fn(-K)-N(-K))車 K誹 -N(K･i)>〕(4･7)
ここに<･->は熱平均を表わす｡
静的な部分構造因子が‰(K,Q')とSqq(K･W)の表式中に現われるが一考えている波
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x(K･W)-i-/_wwね ′W′-a)一乙7 x〝(K.a )
(5.2)
(5.3)
を用いれば S甲(K aゝ')からx(K･W)が求まるo (5･3), (5･2)I (4･15) を順に用いて
最終的に,





















さらに (5.6)の関係,すなわち第-総和則が, limo(K,aJ)≠Oを保証 してくれている｡(L>一斗)
実際, (5.4), (5.1)に注意して,
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dBda) -=丁諾 すRe〔く諦 -iw,･才*(君t-o)>
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となる｡ここに,-ia)- S故































o(K,a))について実験との定量的一致 を得る為には, もし低振動数部の構造 をA.Pに
起因せしめるなら,波数が106-107(cm~1)のA.Pを考えなければならず,我々のモデルの
適用範囲外である)`これは, 1-フォノン過程 と考えるなら, disorderが生 じている
為フォトンとフォノンの間に波数の保存則が成立 していないことになる｡波数の保存則
が disorderの為に破れる例は知 られているが.n)今の吸合 2-フォノン過程と解釈する
ことも出来る･〕もし,2-フォノン過程に絞るとするなら,線型応答理論は使えなくなる.｡
卓也 ⊥ の計算で,Ram｡n散乱の部分を再現出来なかった｡ これは. Ram｡ndBda)
散乱は格子と液体が歪まずに Out of phaseに振動するだけで生ずるのにこの効果が,
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